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⿃取環境⼤学 経営学部経営学科 

A アジア交易とビジネス取引  

地方創生グローバル人材育成に必要な「貿易実務」を中心に学習します 

この授業では、①交易の基本原理や輸出入取引に関する基礎的事項を実務に即し

て学習する。また、②アジア諸国と取引する場合の基本をいくつかの国との具体的

ビジネス事例などを示しながら理解を深めていく。さらに、③中国・四国の企業が

アジア地域で事業展開し、また当該地域の企業と取引関係を形成するには、どんな

知恵と戦略が求められるか等についても、実際に即して考察する。併せて、受講生

が、将来、アジア交易に関わろうとする積極的なマインド形成にも意を用いる。 
受講者は、「貿易実務英語」、「国際金融の実務」を併せて履修することが望ましい。 

 
①交易の基本原理や輸出入取引に関する基礎的事項を実務に即して学習する。 

・貿易実務の学習 
 

なお、以下にある「国際金融の実務」の ”輸出入契約に伴う荷為替・信用状取引

や輸入為替決済の仕組みなどを中心とする” の取り扱いは、「決済」と「為替」で

も学習します。 
 
⇒貿易実務：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/jitsumu-index.pdf 

 
②アジア諸国と取引する場合の基本をいくつかの国との具体的ビジネス事例などを

示しながら理解を深めていく。 
 
・アジアとは http://ja.wikipedia.org/wiki/Category:%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%81%AE%E5%9C%B0%E5%9F%9F 

 
課題１：アジアの国と地域にはどのようなものがあるかまとめなさい。 

 
・2013 年度海外直接投資アンケート結果（第 25 回）」－2013 年 11 月国際協力銀行:
による投資事情からアジアを見る http://www.jbic.go.jp/wp-content/uploads/press_ja/2013/11/15775/2013_survey.pdf 

 
課題２：Ⅳ. 中期的な有望国・地域における上位１０か国地域の有望理由と課題

をまとめなさい。 
 
・ 日本の食品輸出の実態 http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/japan-food-tottori.pdf 

 
課題３：農林水産物・食品の主な品目の輸出量・額の動向について、平成２５年

の２４年との対比において伸び率の大きい上位１０品目を挙げなさい。 
 
課題４：原発事故による諸外国の食品等の輸入規制の動きとして、平成２６年２

月現在の主な輸出先国の輸入停止措置についてまとめなさい。 
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課題５：農林水産物・食品の輸出額を 2020 年までに 1 兆円規模へ拡大する国別・

品目別輸出戦略として、どのような戦略が考えらえているか、まとめなさい。 
 
課題６：2013 年の海外の「日本食レストラン」店舗数を地域別にまとめなさい。 

 
・ジェトロ J-File 貿易と投資の様々に事例 http://www.jetro.go.jp/world/qa/ 
 

課題７：「各国の輸出入・投資制度に関する Q&A」より、諸君が関心のある国又

は地域を一つ選び、輸出又は輸入又は進出（投資）に関する相手国の制度において、

諸君が関心のある事例を一つ選び、まとめなさい。 
 
③中国・四国の企業がアジア地域で事業展開し、また当該地域の企業と取引関係を

形成するには、どんな知恵と戦略が求められるか等 
 
・物流ルート 「地の利」をどう活かすか：まず、鳥取の地の利を知ろう。 

境港航路 http://www.tottori-kaigai.com/index.php?view=4858 

中国四国国際定期航路 http://www.mlit.go.jp/common/000022321.pdf 
 
課題８：境港からの外航航路にはどのような航路があるか調べなさい。 

 
・コンテナ船について  

Wikipedia より http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%8A%E8%88%B9 

 
課題９：世界のコンテナ船運航船腹量の上位２０社を挙げなさい。 

 
・港湾別のコンテナ取扱貨物量(２０１３年速報値) http://www.mlit.go.jp/common/001045743.pdf 

 
課題１０：上のサイトの港湾別のコンテナ取扱貨物量（2013 年速報値）より、中

国四国地域の港湾の外貨コンテナの出荷量の順位を１０位まで調べなさい： 
    
 

参考サイト： 
日本と東北アジアの貿易の現状及び展望－鳥取県境港を事例にして－招へい客員研

究員 巴殿君著 http://www.kankyo-u.ac.jp/f/innovation/torc_report/report29/29-ba.pdf 

 
境港貿易振興会：http://www.sakaiminato-faz.co.jp/ 
堺港の最新の貨物取扱データ：http://www.pa.cgr.mlit.go.jp/sakai/sakaiport/sakaigaiyou.php 

堺港要覧：http://copilog2.jp/sakaiport/previews/ad_catalog/1/1 
境港総合静脈物流拠点整備計画(案）：http://sakai-port.com/files/lib/3/8/201308152107013250.pdf 
（リサイクル拠点） 
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出典：堺港要覧より
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B 貿易実務英語  

地方創生グローバル人材育成に必要な「貿易英語」を中心に学習します 

貿易は国際売買取引であるが、ここで使用される英語を貿易英語という。 

貿易取引で使用される用語は、伝統的な商習慣などに基づき国際的な共通語とし

てルール化されている。個々の用語(英語)の意味は、引き合いから決済に至る取引実

務に即して理解する必要がある。 

したがって、この授業では、国際商取引の実務の流れに即して英語の文例や用語

の意味・解釈などを学んでいく。 

また、国際ビジネスにおいてはコミュニケ―ションとしての英語能力も重要であ

り、これに関わる英語も学習していく。 

なお、英語のレベルとしては、日本商工会議所が主催する「ビジネス英語検定」

３級から２級位を基準にしている。ここで学習する英文例や用語も該当検定のテキ

ストを参考にしている。したがって、諸君が同英語検定受験を希望する場合も学習

できるよう以下のサイトにアップしている。 

・ 貿易英語の学習 
学習サイト：  

３級レベル：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/nissho-bijinesu-eiken-1.html 

２級レベル：http://www.geocities.jp/nagamitsu1950/nissho-bijinesu-eiken-2.html 

 
・ 日商の「ビジネス英語検定３級・２級」にも挑戦してみよう！ 

http://www.kentei.ne.jp/english/ 

本講義もこれを利用して進める予定である。 

貿易実務英語の学習は、貿易実務と並行して進めることが効果的であるため、受

講者は、「アジア交易とビジネス取引」、「国際金融の実務」を併せて履修することが

望ましい。 
 


